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道東太平洋サンマ・マサバ漁期後調査結果◎

道東沖のサンマ漁はほぼ終了，サバは昨年より多い

北辰丸（釧路水産試験場調査船）によって行われたサンマ漁期後調査の結果をお知らせします。

調査期間：2000年10月23日～27日

調査海域（図1 ：道東太平洋（北緯41度55分～42度40分，東経144度10分～145度30分））

調査方法：９種類の目合(22,25,29,37,48,55,63,72,82mm)の流し網を用いた漁獲試験と

タモまたは釣りによる漁獲試験

①表面水温（表１）

調査海域の表面水温は ～ ℃で，9.0 12.2

昨年と比較すると，ほぼ同じもしくはやや低

かった。

②漁獲尾数（表１）

流し網によるサンマの漁獲尾数は 尾404

で，昨年( 尾)より多かった。調査１回流38

し網１反あたりの漁獲尾数は 尾で，昨14.4

年( 尾)を大幅に上回った（※ただし，目1.4

合 の漁獲尾数で比較 。22,25,29,37,48mm ）

，流し網によるサバ類の漁獲尾数は 尾で41

昨年（１尾）より多かった。

流し網によるカタクチイワシの漁獲尾数

は， 尾と昨年同様多かった。また，昨3,227

年みられなかったマイワシが，今年は 尾漁獲された。147

③体長組成（図２，図３）

流し網で漁獲されたサンマの大きさは，調査点によって異なっていた。 ７でST.

は中型と小型魚が主体に， ５では大型と中型魚が主体に漁獲され， ７よりST. ST.

も大きかった。

漁獲されたサバ類の体長範囲は ～ で，モードは であった。17 24cm 22cm

図１ 調査点図

（ ， ）●漁獲調査及び海洋観測点 ▲海洋観測点
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今回の調査で，サンマは昨年より多く漁獲されたものの，魚体が小型化してい

るため，10月末には道東沖のサンマ漁はほぼ終了し，主漁場は三陸沖に移るで

しょう。

表１ サンマ・マサバ漁期後調査結果（漁獲尾数は流し網による）

図２ 流し網・タモ・釣りで漁獲されたサンマの体長組成（Ｎは漁獲尾数）

図３ 流し網で漁獲されたサバ類の体長組成（Ｎは漁獲尾数）

（文責：釧路水産試験場資源管理部）
0154-23-6222直通電話
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ＳＴ 1 2 4 5 6 7
揚網･観測日 10.27 10.25 10.25 10.25 10.24 10.24

位 北緯  42-30  42-10  41-55  42-00  42-20  42-40
置 東経 144-30 144-10 144-25 145-00 145-15 145-30
水   0ｍ 11.3 12.2 12.1 10.3 11.3 9.0
温  50ｍ 10.7 7.2 7.0 5.6 3.5 6.9
（℃） 100ｍ 7.1 7.5 2.9 1.4 2.1 1.6 合　計
サンマ漁獲尾数 30 374 404
サバ類漁獲尾数 41 0 41
そ ﾏｲﾜｼ 137 10 147
の ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 3,053 174 3,227
他 ｽﾙﾒｲｶ 2 90 92
ｱｶｲｶ 17 26 43

：大型魚：２９～３２ｃｍ ：中型魚：２４～２９ｃｍ ：小型魚：２０～２４ｃｍ


